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膜生物学・医学学術講演会

グレリンを例とした
最新のペプチド・ホルモンの
探索、機能解析、今後の展望

日時
平成28年3月4日（金）
18：00～
場所：A講義室（臨床研究棟4階)

久留米大学
分子生命化学研究所

児島 将康先生

【コーディネーター】糖尿病・内分泌内科/髙橋 裕 准教授
【主 催】膜生物学・医学教育研究センター

研究支援課研究企画係

大学院講義・先端医学トピックスとしても開講します。


